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～国際交流員キンバリーのこまつ新発見～

食事から考えるおもてなし
　2017年も残りわずかとなりましたが、皆さんはどんな一年でしたか。私は今年も小松市で新しいことをたくさん
経験し、充実した一年を過ごせたと感じています。
　さて、今回は文化や宗教の違いによる食事について考えてみます。皆さんは「ハラール」という言葉をご存じです
か。ハラールとはイスラム法上の戒律で食べることが許されている食材や料理を指します。一方、戒律で許されて
いない食材は豚肉、貝類、アルコールなどで、それらが食事に入っていないことはもちろん、豚肉のエキス、味噌
や醤油に含まれるアルコールなど、目に見えないものでも食べてはいけません。また、豚肉以外の肉も、ハラール
の特別な処理方法があり厳しく制限されています。
　イスラム教徒は日本に来た時、食事を探すのがとても大変だそうです。揚げ物は豚の油で揚げていることがある
し、スープには醤油が、甘いお菓子には動物性のゼラチンが使われていることがあります。日本語が分からない旅

行者の場合、間違えて食べてしまう可能性が高く、旅行のストレスが増えてしまいます。
お迎えする側もおいしい食事で心を込めたおもてなしをしようとしても、せっかくの気
持ちが伝わらないこともあるでしょう。
　そこで、小松市では海外からの様々な観光客がおいしいものを安心して満喫できるよう、
市内のハラールメニューを増やす取り組みを行っています。また、イスラム教徒だけでなく
外国人の中にはベジタリアンや牛肉が禁止されている人もいます。異なる文化や宗教を知
り、世界から訪れる皆さんをもっとやさしいおもてなしでお迎えできるようにしたいですね。

市民の皆さんから寄せられた疑問や
ご意見などの一部を紹介します。

●市民の声ポスト
市役所（1階総合案内横）、市民センター、　
南支所、公会堂　※郵送でも受け付けます

市
役
所
窓
口
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー（
個
人
番
号
）の
記
載
を

求
め
ら
れ
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
場
合

に
記
載
が
必
要
で
す
か
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
国
や

県
、
市
な
ど
の
公
共
機
関
で

情
報
を
相
互
に
や
り
取
り
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
手
続
き
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
平
成
28
年
１
月

か
ら
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
利
用
に
つ
い

て
は
、
法
律
で
社
会
保
障
、
税
、
災
害

対
策
の
３
分
野
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
児
童
手
当
や
国
民
健
康

保
険
、
確
定
申
告
な
ど
の
手
続
き
で
申

請
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
い
た
だ

い
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●Eメール「市民の声Q&A」
koho@city.komatsu.lg.jp

●ホームページ「市長にひとこと」
http://www.city.komatsu.lg.jp/4739.htm

●市役所の総合案内ダイヤル
もしもしセンター　☎20・0404

皆さんの疑問やご意見を
お寄せください
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▲ハラールのラーメン。おいし
かったです！
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虐待に関する相談や情報提供はこちらまで

※近くの児童相談所につながります。一部のIP電話からはつながりません。
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